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研究要旨 

 慢性疼痛患者の背景要因として心理社会因子があるということは明らかであるが，一体ど

のような心理社会的要因が慢性疼痛患者の痛みを増悪，持続させ，術後成績を悪くしているの

かは詳細には分かっていない．また，各種検査において異常が指摘されない場合，すぐに認知

行動療法の適用が考えられる説があるが，認知行動療法が効かない患者も一定数存在する．本

研究では，一体どのような心理社会的要因が認知行動療法の効果を阻害しているかという点

について明らかにすることを目的とする． 

Ａ．研究目的 
難治性腰痛患者に対し認知行動療法
(Cognitive behavioral therapy：CBT)を施
行することも多いが,不応例が少なからず存
在することは周知の事実である.一方で,当院
にてCBT不応例に性格検査であるロールシャ
ッハテストを実施したところ,その特徴とし
て「内省力の低さ」「依存欲求」「高い達成欲
求」の３点が検出されため,我々はCBT不応
例に対し, 「痛みの心理教育(痛みの正しい
理解，依存欲求への気付き，適切な目標水準
の設定)」を追加した心理教育追加型CBTプ
ロトコールを実施している.そこで本研究で
は,CBT不応例に対する心理教育追加型CBT
プロトコールの有効性を検討したので報告す
る. 
 
Ｂ．研究方法 
2019年度に当院を受診した難治性腰痛患者
の内,従来型CBTに不応であった17例を対象
に,心理教育追加型CBTを実施した(追加型
CBT群).開始前および３,6ヶ月後での疼痛
VAS値の変化を検討した.コントロールとし
て従来型CBTを継続した10症例(追加型CBT
導入前の症例)についても同様な検討を行っ
た(従来型CBT群). P値＝0.05を有意水準と
した． 
 
Ｃ．研究結果 
追加型CBT群での平均VAS値は,開始前と比
較し開始3,6カ月後ともに有意に低下した
(平均VAS値推移:8.9→6.2→5.8) (P＜
0.05).これに対し従来型CBT群での平均VAS
値は,開始前と比較して開始3,6カ月後での

有意な変化は認めなかった(平均VAS値推
移:8.6→8.1→8.6). 
 
Ｄ．考察 
 
難治性腰痛患者に対する従来型CBTは全例 
に効果があるものではなく,患者側の要因に
よって治療成績は大きく左右される.そこで
従来型CBTに対して不応となるリスクを示唆
する「自己内省の低さ」「依存欲求」「高い達
成欲求」で陽性を示す患者においては, 心理
教育追加型CBTが有効である可能性があり,
今後はその適応基準等を調査していく予定で
ある. 
 
Ｅ．結論 
従来型CBTに対して不応となるリスクを示唆
する「自己内省の低さ」「依存欲求」「高い達
成欲求」で陽性を示す患者においては, 心理
教育追加型CBTが有効である可能性があり,
今後はその適応基準等を調査していく 
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